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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・上司評価・異動希望は1/31までに裏紙に打ち出しし、直接菅原AOMへ提出する事。

・1/17（火）.18（水）院内研修が行われる。該当者は参加する事。

・1/21（土）13:30～15：00家族勉強がある。

・プログラムテキストの提出を本日中に行って下さい。

・本日15：00、横山耕生様エアロビ参加予定。

＜利用者様情報＞

・繁名　和恵様～体調不良訴え連絡あり、様子見てから再度連絡するよう伝える。10時、体温37.2℃ある為欠席の連絡が来る。現在、夕食は青山荘にて食べているが、欠席が続き利用できていない状況がある。本日、青山荘より本人に夕食は必ず食べに来るよう連絡しているとの事。
・巴　　勇樹様～体調不良訴え朝より静養室に休まれている。外来受診後、昼食を済ませ再び静養室にて休まれている。
・宮　　陽子様～毎週土曜日、外来受診ではあるが、明日外来受診となった為、デイケアを休むと連絡来る。外来受診になった理由についての詳細を話そうとしない為、次回デイケア来所時に確認する。
・田中　正士様～以前から歩行の不安定さあったが、足に力が入らず、起立時や歩行時急に足の力が抜け膝を付く事見られている。また1歩踏み出す前にテーブルやイスに手を伸ばし歩こうとする行動がある為、転倒に注意していく必要がある。
・種本　サハ様～本日、膝の治療のため八戸赤十字病院整形外科受診している。来所後、本日の昼・夜薬の薬包を間違えて破いてしまった事を報告している。普段と違う行動がある時に、パニック状態となる傾向がある為、行動を注意していく必要がある。
・高島吉太郎様～便失禁用の下着汚染があり、衣類交換行っている。
＜事例検討＞

中居　美津子様（64）統合失調症　　利用日：月～金　ナイトケア利用　出席率：82％

検討内容　目標の評価、目標の見直し

長期目標：現状維持したまま生きがいを持って生活する。

中期目標：①他者との一方的な交流に気をつける。

　　　　　②金銭面の管理をきちんと行う。

③プログラムへの他者と協力しての参加を目指す。

短期目標：①特定メンバーとの一方的な交流にならないようにする。

　　　　　②金銭的に苦しいとのことなので他者への食料等の振る舞いを考え直す。

　　　　　③自分のやりたくないことや面倒なことであっても他者と協力する。

実施計画：①特定男性メンバーに対し一方的な交流になることが多いため相手のことも考える必要がある事を伝えていく。必要に応じて声掛けを行う。

　　　　　②金銭の使い方について無駄使いと思われることがある場合にはその都度説明していく。

　　　　　③自分のやりたくないことや面倒なことは理由をつけてやらない為、個別面談を通して、必要性の説明を行う。
現状
①について

· 特定男性に食べ物を差し入れされている事が多い。

· 本人の中では自分は20代である。特定男性と恋人だと思っている。

· 自分のそばに特定男性が座れるように、席を空けている。他者が座ろうとしても座らせないようにする。

· 相手は迷惑に思っているが一方的に恋人と思っている。

· 何に対しても聞く耳持たない。

②について

· 「お金がない」と話す為、食材購入が多い事を伝えるが、「無駄遣いはしていない」と話す。

· １月に入ってから弁当持参が増えている。差し入れをする際の夕食がカップラーメンとなっている。

うみねこ幸房より情報

· 美容整形をしようとしている為必要ないこと伝えている。

· 体臭を気にされ、サプリメントや体臭を治す高額な器具を購入しようとすることあり買わなくて良い事伝える。

· 今流行りの服を買いたいと話す。理由として考えられるのは、特定男性の年齢に合わせたいと思っているのではないかと思われる。年齢に合わせた服装でよい事伝える。

· 自分を否定する内容には聞く耳を持たない。

③について

· 調理実習でやりたくない事は、他者へ指示する。

· やり方をアドバイスしても自分の考えを変えられない。

· 手続きなどがあってもギリギリまで行わない。

検討結果

· 食べ物を差し入れしている当事者にだけ持ってこないよう指導するのではなく、食べ物差し入れについては、持込などで食中毒を防止する意味でも、施設全体の取り決めとして、自分で食べる分だけの持込にする。また食事制限をしている方もいる為、主治医の指示を受けている事を伝えて行く必要がある。これらの事を踏まえ、利用者様全体で行っていくようにするのも１つの考えである。

· 特定男性は迷惑と感じ本人に伝えてはいるが、聞き入れる様子が無い為、エスカレートしないようある程度の枠内で許容していく必要がある。

· 目標は継続でよいが長期目標として「現状維持」というの中に「生活の質やＡＤＬの低下」など取り入れるとよい。

· うみねこ幸房利用があと１年の為、将来を見据え、幸房利用後の日中の活動場所について目標設定を検討していく必要がある。
＜うみねこ幸房利用者様　情報交換＞

赤石　陽介様～昨日よりデイケア利用開始となっているが、昼食後「もう入れない。このままいても苛々してくる」と話、帰宅されている事を情報提供する。

幸房利用について、本日、１番乗りで来られている。パン作りを行っているが、次に何を行えばよいか確認し行う事できている。現場で必要な事は声をかけ作業する事は出来ている。他メンバーとの交流はほとんどない。他メンバーが何年かかけて行っている事出を自分はすぐ出来ると思っていることがある。何事に対しても「頑張らないと」と思っているところがある。デイケア利用についても目的や、本人の活動内容がはっきりしていれば利用することが出来るのではと思われる為、利用目的の明確化や、デイケアで行っていく作業や課題について話し合いを行っていく。

＜外来情報＞

・高柳　和子様～周りに人がいると苛々してくる。家にいると落ち着くと話す。家でも苛々してくるようであれば服薬調整をしていく事を伝えている。

・大久保康弘様～幻聴の訴えあり前回診察時、服薬調整行っているが、改善が無い為、本日セルマニユ増薬している。

・赤石　陽介様～本日、喘息の薬処方となる。

　　　　　　　　デイケア利用について「孤立している感じがする」と訴えている。主治医より初めて来所する方はそのように感じる事がある為、利用を重ね慣れてくるものである事を伝えている。利用時は個別作業をするよう指示ある。

・鈴木　茂子様～仕事をしたいと訴え主治医、了解している。ケア会議実施に当たり日程調整を行い関係部署（デイケア・青山荘・うみねこ幸房・ＳＷ・外来）へ連絡する。

・巴　　勇樹様～デイケアでは寝てばかりいる事を話している。主治医より無理せず、デイケア内で休みながらプログラムに参加するよう指示ある。

・横山　耕生様～デイケアを週１回から利用するよう指示ある。利用継続できるようになれば、回数を増やす事を検討。秋には就労する事を目標としているとの事。







